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ご挨拶 Greeting 

「安心・清潔・安全」なものづくりで、持続可能な未来と快眠を。 

弊社は創業 100年、昭和 32年の法人設立より製綿業を営んで参りました。現在はその枠を超

え、医療・福祉・教育機関や官公庁向けのレンタル布団、一般のお客様向けの通信販売、さらには

縫製加工から寝具の製造販売、OEMまで、幅広く事業を展開しております。 

昨今の激変する社会情勢下において、国内の寝具メーカーは減少の一途を辿っております。しか

し、超高齢社会を迎え消費構造が変化する今こそ、私たちが掲げる「安心・清潔・安全」なものづくり

への誠実な姿勢が重要であると確信しております。現代社会において、人々が求めるものは「健康」

「介護」そして「快眠」です。単なる寝具の提供に留まらず、健康増進や美容、環境保全といった多角

的な視点から商品開発を進め、循環型社会を目指す「4R活動」にも注力しております。 

弊社では 2016年より「エコアクション 21」に取り組んでおります。その背景には、2つの大きな目的

がございます。 

1. 本業を通じた環境貢献 粗大ごみとして廃棄される布団の中綿をリメイクし、再び「快眠布団」とし

て命を吹き込む。この自然循環型のビジネスモデルにより、環境負荷の低減に寄与して参りま

す。 

2. 組織力の強化と人財育成 PDCAサイクルを回す組織経営を通じて、役割分担の明確化と風通

しの良い風土を醸成します。健康経営を土台として、誰もが幸せに生き生きと、誇りを持って働

ける環境を整え、社員と共に育つことで生産性を向上させます。その歩みが、結果として豊かな

社会への貢献に繋がると考えております。 

近年、気候変動による自然災害や、不安定な国際情勢に伴うエネルギーコストの高騰など、私たち

中小企業を取り巻く環境はかつてない厳しさに直面しております。こうした不透明な時代だからこ

そ、弊社は国連が提唱する「SDGs（持続可能な開発目標）」を経営の指針に据え、未来を担う子供た

ちや世界の人々の幸せのために行動して参ります。 

エコアクション 21を通じた無駄の排除は、コスト削減のみならず「経営基盤の強化」そのものです。

持続可能な経営と地球環境への貢献を両立させ、ステークホルダーの皆様、そして地域社会と共に

歩み続けて参る所存です。 

今後とも、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 
山本松産業株式会社 

代表取締役 山本 康雅 
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SDGｓ未来への約束 

Sustainable（持続可能な）・Development（開発）・GoalS（目標：到達点） 

・当社は、多様な人たちが共に尊重しながら活躍できる社会をめざします 

・当社は、事業活動を通して、持続可能な社会の実現に努めます 

・当社は、エコアクション２１等の環境への取り組みを通して環境負荷の低減に努めます 

・当社は、環境に優しいモノつくりで地域社会に貢献します 

 

 

 

 

 

SDGｓの取り組み 

テーマ 取り組み 関連する SDGｓ 

貧困をなくそう 

雇用を守り維持発展させる企業を目指す。

途上国からインド綿・メキシコ綿を仕入れ

ている。売り上げの１％を慈善活動に寄付

する。 

 

平和と公正・餓

死をゼロに 

サスティナブルな商品の売り上げ金の１％

を国境なき医師団に寄付している。日本赤

十字社奈良県支部に寄付している。 

 

全ての人に健康

と福祉を・不平

等をなくす 

2024年健康優良法人認定。仕事と治療の両

立支援。女性活躍推進クラブ認定登録。社

員シャイン認定登録。 

 

作る責任使う責

任 

ゴミとして捨てられる布団の中綿を健康寝

具としてリメイクし商品販売している。半

端な生地を使用して布巾・汚れ防止材とし

て活用。無人駅に座布団配布 

 

住み続けられる

まちつくり 

地域清掃活動に参加。サスティナブルな商

品を寄付（天理市役所・他）雇用を守り社

員の生活を守る 

 

質の高い教育を 

全社員が環境に取り組むことの重要性を理

解し、省エネや廃棄物削減などに取り組ん

でいる 
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１．事業の概要 
 

（１）名称及び代表者名 

山本松産業株式会社 

代表取締役  山本 康雅 

 

（２）所在地 

本  社 〒632-0052 奈良県天理市柳本町８８９－１ 

工  場 同   上 

 

（３）事業内容 

  企業様向け布団の製造・卸及び販売・商品企画 

  一般のお客様向け寝装寝具の製造販売・布団のクリーニング・通信販売 

 

（４）創 業 ： 昭和３２年１０月３１日 

設 立 ： 昭和６２年１１月１２日 

 

（５）環境活動の範囲 

事業           寝装寝具の製造・卸及び販売 

    範囲           全組織・全活動 

 

（６）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者             専務取締役  山本 玲子 

  担当者       同上 

  電話・ファックス      TEL：0743-67-0341 FAX：0743-67-0342 

 

（７）事業の規模 

   資本金 ： １０００万円 

   従業員 ： 12 人  （役員 3 人、正社員 3 人 パート社員 6 人） 

           工場敷地面積：１１５３．７㎡  建床面積：８７０．９８㎡ 

             駐車場     ：２２１㎡ 

（８）事業年度 

    １０月～翌年９月 
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２．環境経営方針 

 
【当社の理念】 

当社は、快眠布団を普及する事で、多くの方の健康に寄与し、布団のリフォームというリサ

イクルシステムにより、環境への取り組みをします。地球温暖化の防止においては、資源循環

型企業を目指し、社会のニーズに的確に対応します。  

以上のことから、環境省が定めるエコアクション２１（環境マネジメントシステム）を環境

経営活動として実践、継続的な取り組みを実施します。社員一同が誇りを持って社会にお役に

立つ環境経営を実行し、環境負荷の低減と汚染の予防を図り下記のように環境経営方針を定め

ます。 

【環境経営方針】 

１・エコアクション 21 に基づき、環境関連の法令、条例等の規制事項を遵守し、地域や顧客

の環境関連要求に配慮して、環境経営活動の継続的な改善を図ることを誓約します。地域貢献

については、環境経営システムを取り入れ計画的に実施します。 

 

２・４つの目標及び計画を実施します。 

 ① 廃棄物の減量化と分別によるリサイクルに努めます。 

 ② 電力使用量の削減と運搬車両等の燃料削減に努めます。 

 ③ 用水の使用量削減に努めます。 

 ④ 生産・販売する製品の環境性能の向上に努めます。 

 

３・環境コミュニケーションを通じて、環境活動の状況を内外に伝達します。 

４・全従業員に、環境経営方針を周知します。 

５・４Rを推奨します。 

  Refuse 不要なもの余計なものはいりません。 

  Reduce ゴミを減らす。 

  Reuse  まだ使えるものは繰り返し使う。 

  Recycle 資源としてまた利用する。 

６・SDGｓを取り入れながらエコアクション２１の取り組みをする。 

７・環境への取り組みを適切に実行する為の人員、経営資源を準備します. 

８・環境に経営を位置づけて環境経営推進をめざし、経営における課題とチャンスを明確にし

て環境への取り組みを反映させます。 

                   改訂２・2021年 11月 10日 

改訂１・2021年  6月 10日 

制定日・2017年 9月 30日 

     山本松産業株式会社 代表取締役 山本 康雅  
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３．組 織 

 

エコアクション２１の取組体制                    役割・責任・権限 
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代表取締役 

山本 康雅 

環境管理責任者 

専務取締役 

山本 玲子 

全従業員 

（含パート従業員） 

ドライバー 

機械オペレーション 

ソーイング部門 

企業部門・一般販売部門 

 

綿入れ加工 

布団綴加工全般 

生産物流 

環境経営方針の策定 

環境管理責任者の任命 

全体の評価と見直し 

環境経営システムの実施に必要な 

人、設備、費用、時間等経営資源 

を準備 

システムの構築・運用 

代表者への報告 

各担当者の任命 

環境会議の開催・文章の作成 

取り組みに必要な手順書作成 

実施勧奨・環境経営レポート作成 

環境管理責任者の補佐 

環境マネジメント実施 

環境経営方針の確認及び理解 

報
告
・記
録
・実
施
と
確
認 

総務・管理 



36期
2022年10月～

2023年9月迄

37期
2023年10月～

2024年9月迄

38期
2024年10月～

2025年9月迄

実績 実績 実績

kg-C02 31,775 27,937 26,653

Kg 9,200 9,460 9,070

m3 69 76 69

枚 97,562 126,520 68,425

項　目 単位

二酸化炭素排出量
（対象：エネルギー総量）

一般廃棄物排出量

水道水使用量

リサイクル布団

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
36期 2,210 2,561 3,298 3,010 3,858 2,675 2,382 1,803 2,055 2,735 2,611 2,575 31,775
38期 2,443 2,015 3,002 2,488 2,088 1,390 1,940 1,947 1,930 2,511 2,712 2,186 26,653

二酸化炭素排出量(kg-CO2)

1,000

3,000

5,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

36期 38期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
36期 450 500 670 540 660 590 490 980 1,400 690 1,560 670 9,200
38期 550 530 980 410 460 1,220 570 540 1,420 1,340 580 470 9,070

一般廃棄物排出量(kg)

0
500

1,000
1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

36期 38期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
36期 5 5 6 6 7 5 6 5 6 6 7 5 69
38期 6 7 7 6 0 6 0 0 12 0 15 10 69

水道水使用量(㎥)

0

10

20

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

36期 38期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
36期 8,590 9,034 8,879 5,905 8,953 10,375 9,229 6,851 10,072 6,559 6,535 6,580 97,562
38期 9,537 5,120 3,470 4,889 5,790 7,154 6,491 4,639 9,780 4,842 3,052 3,661 68,425

リサイクル布団(枚)

0
5,000
10,000
15,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

36期 38期

4．主な環境負荷の実績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※CO2 排出係数は、2023 年度の関西電力の調整後排出係数 0.351kg‐CO2/kWh を使用して再計算しています。 
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5．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに 

次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

（１） 環境経営目標及び当期の実績 

 

※CO2 排出係数は、2023 年度の関西電力の調整後排出係数 0.351kg‐CO2/kWh を使用しています。 
※灯油は 38 期の実績を 100％(基準値)として 39 期、40 期の目標を設定しています。 

※リサイクル布団の枚数には丸洗い布団 29,249 枚を加算して表示しています。化学物質は使用していません。 

(参考)当社では廃棄・焼却用の綿布団をリサイクル布団として再生し、焼却した場合に発生する CO2 を抑制しています。 
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（基準年度)

99.0% 68.1% 67.0% 66.5%

○ 38,668

99.0% 120.8% 99.0% 99.0%

× 1,611

99.0% 84.8% 98.5% 98.0%

○ 2,883

100.0% 99.0% 98.0%

0 0 ― 795 787

99.0% 84.7% 98.5% 98.0%

○ 31,139

99.5% 99.1% 99.4% 99.0%

○ 9,108

99.5% 100.5% 99.4% 99.0%

× 68

101.0% 69.8% 100.0% 100.0%

× 97,562

2 ○ 1 1

5 ○ 1 1

リサイクル品寄贈
回

 地域清掃活動

リサイクル布団の促進
（販売促進で増加）

枚 97,562
98,050 68,425 97,562

水道水の削減 m
3 69

69 69 69

一般廃棄物の削減 kg 9,200
9,154 9,070 9,145

CO2排出量の削減 kg-CO2 31,775
31,457 26,653 31,298

1,611

2,469 2,898

1,946

2,913
軽油の削減 Ｌ 2,942

C
O
2
排
出
量
の
削
減

電力の削減

ガソリンの削減 Ｌ 1,627
1,611

単位

36期
2022年10月～
2023年9月迄

38期
2024年10月～
2025年9月迄

39,230 38,958
kWh 58,147

40期
2026年10月～
2027年9月迄

増減率
（目標） （実績）

基準年度比
（目標）

57,566

1 4

基準年度比
（目標）

803

評価

灯油の削減 Ｌ

1 3

39期
2025年10月～
2026年9月迄



取組内容 取組評価

目標 57,566kWh

実績 39,230kWh

目標 1,611Ｌ

実績 1,946Ｌ

目標 2,913Ｌ

実績 2,469Ｌ

目標 ―  L ― ―
実績 803Ｌ

目標 31,457

実績 26,653

9,154kg

9,070kg

69㎥

69㎥

98,050枚
68,425枚

1
3

1
4

〇

・全従業員が取り組み内容
をよく理解し,不要時の消灯
徹底。冬場の温風機を灯油
燃料に変更したため目標を
大きく上回る成果を上げる
ことができました。

今年度初めて暖房用燃料
として使用した。次期も引き
続き予定している。

ガソリンの削減
1.車両の点検整備の徹底
2.走行距離の低減
3.エコドライブの徹底

×

・目標達成には至りません
でしたが、車両の走行距離
低減や効率的な運用につ
いて次期改善していきた
い。

軽油の削減
1.車両の点検整備の徹底
2.走行距離の低減
3.エコドライブの徹底

〇

項目 達成率
結果の評価

次年度の取組計画

C
O
2
量
の
削
減

電力の削減

1.不要時の消灯
2.エアコン管理の徹底
3.ブラインド等の有効利用

CO2量の削減

上記の取り組み 〇

冬場の暖房設備を電力か
ら灯油燃料に変更したこと
がCO2削減に大きく寄与し
た。次期も継続してCO2発
生量の低減に努めたい。

目標達成しました。効率的
な配送やエコドライブの意
識が浸透した結果といえ
る。次期も引き続き推進す
る。

一般廃棄物の削減
1.ゴミ分別の徹底
２.無駄をなくす
３.繰り返し使用する

〇

目標達成しました。分別の
徹底やリユースの意識が維
持されていることを示しま
す。今後も継続した管理を
します。

目標

実績

1. 適正、安全な管理
2. 換気の徹底

取引先の倉庫改修工事の
影響により一時的に納入が
ストップしました。

（販売促進で増加）
目標
実績

水道水の削減

1.手洗い時の節水の徹底
２．トイレの二度流し防止 ×

目標値に対して超過傾向
にありましたが、第4半期に
は節水の意識が高まり改善
が見られました。次期は通
年で安定した削減を目指し
ます。

目標

実績

目標
実績

リサイクル布団の促進
1.リサイクル布団の販売促進
2.リサイクル布団の品質向上

69.8% -

・引き続き貢献活動を推奨
する目標

実績

リサイクル品の寄贈
1.地域貢献活動として実施 -

・引き続き貢献活動を推奨
する

地域清掃活動
1.地域貢献活動として実施 -

灯油の削減

131.9%

79.2%

115.2%

115.3%

100.9%

99.5%

(2) 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画  
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法律・条例名 遵守すべき事項 遵守状況

1 廃棄物処理法
・事業系一般廃棄物の分別管理

・事業系一般廃棄物の処理
遵法

2 騒音規制法
・騒音規制基準の遵守

・対象特定施設の届け出
遵法

3 消防法

・指定可燃物貯蔵取引所の届け出、標識・掲示板の設置

・消防用設備等の点検・報告

・火災報知器・屋内消火栓の設置

遵法

4 資源リサイクル法 ・基本理念と事業者の責務 遵法

5 フロン排出抑制法
・適切な運転管理での漏えい防止

・エアコンの簡易点検
遵法

 

６．環境関連法規などの遵守状況の確認、評価の結果、違反、訴訟などの有無 

（１）当社に適用となる主な環境関連法規等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）違反・訴訟等の有無 

・自社の事業活動に関する法令違反はありません。 

・関係当局からの違反等の指摘は、過去３年間なく、訴訟もありません。 

 

※ 次回環境経営レポートの発行は、2026 年 12 月の予定です。 

 

 

 

 

 

 

-９- 



 

７．緊急事態訓練の記録 

 

 

2025 年 5 月 12 日 

 

・地震防災訓練、火災訓練 

 

・(有)小塚防災による消火設備

等の説明、点検 

  

 

８．地域等の環境活動の一例 

・2024 年 12 月 

・2025 年 8 月 

清掃活動 

場所：奈良県天理市柳本町当社から 

ＪＲ柳本駅周辺 

 

・2024 年 10 月(天理市に赤ちゃん用寝具の寄付) 

・2024 年 11 月（座布団制作） 

・2024 年 12 月（座布団配置） 

 配置場所：ＪＲ纏向駅・三輪駅 

・2025 年 5 月座布団回収 

※無人駅に配置した座布団は梅雨前に回収し仕立直しをします。 
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2017 年なら女性活躍推進倶楽部認定  

2017 年奈良県シャイン社員職場作り 推進企業認定 

2019 年健康優良法人認定 

2020 年健康優良法人認定 

2021-2023 年健康優良法人ブライト 500 認定 

2024 年健康経営優良法人認定 

2025 年健康経営優良法人認定 

2025 年奈良県知事賞受賞 

奈良県社員シャイン職場作り推進企業として働きやすい

職場作りに取り組み認められました。 

 

2025 年奈良県 SDGｓ企業アドバンス部門企業認定 

この度、弊社は「奈良県 SDGs企業認証制度」において、上位区分である「アドバンス認証」

を取得いたしました。 

本制度は、奈良県内の中小企業による SDGsへの貢献を「見える化」し、地域社会の持続可能

な発展を目指すものです。弊社は、「経済」「社会」「環境」の 3分野にわたる評価項目の

うち、30項目中 20項目以上を達成し、特に優れた取り組みを行う企業として認められまし

た。 

これからも伝統ある寝具の製造を通じて、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいりま

す。 

布団のリフォームで「子供たちの命を救う」 

皆様より頂戴した一般のお客様向けリフォーム商品の売上金１％を「認定 NPO 法人」を通して寄付させて頂いております。 
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2025 年全国コットンサミット天 IN 天理 第 10 回記念大会 

ＳＤＧｓ未来を担う子供たちへ、人生 100 年時代のその先を見据えて 

2025年 11月 16日工場見学 全国から 28名参加 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2025年 柳本小学校 2年生 町探検 工場見学 

リサイクル布団や洗える布団及び布団の中綿について説明。 

子どもたちには「眠りの魔法」を語り、先生方にはその科学的根拠を共有しています。 「しっかり眠

る子は、心身ともに健やかに、勉強もスポーツも伸びていく」 眠りを整えることは、子どもたちの無

限の可能性と未来を守る大切な活動です。 
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 ９．総括（代表者による全体の評価と見直し・指示）  2025 年１２月 1 日 

-１3- 

第 38 期は、CO2 排出量削減について大きな成果を得ることができました。主な要因は、冬場の暖房設備を電力から灯油燃

料に変更したこと、軽油の使用量削減、加えて全従業員の環境経営への意識が定着してきたことがあげられます。今後につ

いても環境経営をしっかり定着させ、CO2 発生量の低減に努めてまいります。 

一方、ガソリンの使用量は目標未達となりましたが、次年度以降、引き続き効率的な配送方法を検討してまいります。水道水

使用量はほぼ横ばいの結果となりましたが、今後、節水意識のさらなる向上に努めてまいります。長引くウクライナ情勢など世

界的な不安要因が多く、また円安の影響もあり、原材料価格・燃料価格・電力料金は不安定な状況が続き、経営環境は依然

として厳しい状況が継続しています。しかし、このような状況下だからこそ、外部環境の変化を注視しつつ、環境活動の重要

性や意識改善の必要性を今まで以上に認識し、経営活動に反映させてまいりたいと考えています。 

そして、引き続き、商品の付加価値を高め、価格決定権を持つことを目指すとともに、新たな市場の開拓にも積極的に取り組

んでまいります。事業再構築補助金を活用して導入した機械やミシン、また、事務所の IT 化を通じて、会社全体の業務効率

化と改善活動を継続してまいります。さらに、工場内では生産性の一層の向上を図っていく所存です。 

当社は 8 年連続で「健康経営優良法人」に認定されており、今後も社員一人ひとりの心身の健康を大切にしながら、健康で

活力ある会社づくりを目指してまいります。また、2025 年 11 月には奈良県 SDGs 企業(アドバンス部門)に認定され、「社会」

「経済」「環境」での取組を認められました。 

そして、社内体制の強化にも引き続き力を注ぎ、顧客ニーズにより高い次元でお応えできる企業を目指して、社員一丸となっ

て取り組んでまいります。生産性の向上に加え、安全・健康を第一に、エコアクション 21 の活動にも継続して着実に取り組ん

でまいります。 

次年度への指示 

成果の一方で、依然として不安定なエネルギーコストや気候変動の影響など、中小企業を取り巻く環境は厳しさを増してい

ます 。次年度に向けて、以下の事項に重点的に取り組むよう指示いたします。  

•  工場内でのさらなる生産性の向上と業務効率化を追求してください 。  

• 環境目標の継続的な見直し： 今期の成果に満足することなく、常に「環境経営計画」の PDCAサイクルを回し、環

境負荷のさらなる低減を目指してください 。  

• 人財育成とコミュニケーション： 風通しの良い職場風土を維持し、全社員が環境・健康・経営のつながりを深く理解

し、主体的に行動できる体制を強化してください 。  

 環境経営方針     ☑ 変更なし   □ 変更あり 

 環境経営目標・計画  □ 変更なし   ☑ 変更あり 

 実施体制他      ☑ 変更なし   □ 変更あり 


